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衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
東
京
外
か
く
環
状
道
路
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
発
進
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
並
び
に
掘
進
停
止
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
東
京
外
か
く
環
状
道
路
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
発
進
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
損
傷
並
び
に
掘
進
停
止
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
う
ち
東
京
都
練
馬
区
か
ら
同
都
世
田
谷
区
ま
で
の
区
間
（
以
下
「
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
」

と
い
う
。
）
の
工
事
に
お
け
る
同
都
調
布
市
で
の
地
表
面
の
陥
没
及
び
地
中
の
空
洞
に
関
す
る
事
故
（
以
下
「
陥
没
事
故
」

と
い
う
。
）
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会 

有
識
者

委
員
会
」
に
お
い
て
、
特
殊
な
地
盤
条
件
下
に
お
い
て
シ
ー
ル
ド
カ
ッ
タ
ー
が
回
転
不
能
に
な
る
閉
塞
を
解
除
す
る
た
め
に

行
っ
た
作
業
に
起
因
す
る
も
の
と
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
発
注
者
で
あ
る
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
施
工
者
に
お
い

て
、
陥
没
事
故
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
事
前
に
想
定
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

同
年
十
二
月
に
は
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、
同
社
関
東
支
社
及
び
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
東
京
支
社
が

「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
、
発
注
者
及
び
施
工
者
と
し
て
の
再
発
防
止
対
策
を
取
り
ま
と
め

て
お
り
、
今
後
、
各
発
注
者
及
び
各
施
工
者
が
当
該
再
発
防
止
対
策
に
基
づ
い
て
適
切
に
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
工
事
の
施
工
は
安
全
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
 

ま
た
、
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
行
）
大
泉
南
工
事
に
お
い
て
、
令
和
四
年
四
月
七
日
に
判
明
し
た
、
当
該
工
事
の
シ
ー
ル
ド

マ
シ
ン
が
、
大
泉
ラ
ン
プ
と
本
線
ト
ン
ネ
ル
が
合
流
す
る
区
間
の
工
事
の
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
設
置
し
て
い
た
硬
質
ウ
レ
タ

ン
製
の
地
中
壁
の
切
削
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
該
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
前
面
の
カ
ッ
タ
ー
が
鋼
材
に
接
触
し
た
事
象
（
以

下
「
今
般
の
接
触
事
象
」
と
い
う
。
）
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
地
中
壁
が
設
置
さ
れ
た
位
置
に
つ
い
て
設
計
値
と
の
差
異
が

生
じ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
が
、
当
該
工
事
の
施
工
者
に
お
い
て
、
当
該
地
中
壁
が
設
置
さ
れ
た
位

置
を
決
め
た
設
計
と
ト
ン
ネ
ル
の
中
心
位
置
を
決
め
た
設
計
が
同
一
の
受
注
者
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株

式
会
社
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
設
計
等
に
誤
り
が
あ
る
と
疑
い
を
持
つ
に
至
ら
な
か
っ
た
と
承
知
し

て
い
る
。 

 
 

今
後
、
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
は
、
①
同
様
の
硬
質
ウ
レ
タ
ン
製
の
地
中
壁
は
、
東
京
外

環
（
関
越
～
東
名
）
で
十
三
箇
所
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
七
箇
所
に
つ

い
て
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
心
位
置
と
の
整
合
性
を
確
認
し
て
お
り
、
今
後
施
工
さ
れ
る
六
箇
所
に
つ
い
て
も
同
様
の
確
認
を

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
及
び
②
硬
質
ウ
レ
タ
ン
製
の
地
中
壁
に
限
ら
ず
、
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
工
事
の
設
計
に
つ

い
て
、
設
計
業
務
の
受
注
者
に
よ
る
照
査
と
施
工
者
に
よ
る
照
査
を
改
め
て
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
に
実
施
さ
れ
る



 

３ 

 

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

「
地
中
の
支
障
物
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
接
触
し
、
ト
ラ
ブ
ル
並
び
に
事
故
が
発
生
し
た
国
内
、
国
外
で
の
過
去
の
事
例

に
つ
い
て
関
係
各
省
で
把
握
し
て
い
る
事
例
を
全
て
列
挙
さ
れ
た
い
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
管
内
で
は
、
横
浜
湘

南
道
路
ト
ン
ネ
ル
（
そ
の
二
）
工
事
に
お
い
て
、
令
和
元
年
十
一
月
二
十
日
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
神
奈
川
県
藤
沢
市
大
鋸

地
先
の
二
級
河
川
境
川
を
横
断
し
て
い
る
際
に
、
地
中
に
存
置
さ
れ
た
鋼
材
と
接
触
し
、
掘
進
を
停
止
し
た
事
例
が
あ
る
。 

 
 

御
指
摘
の
「
地
中
の
支
障
物
に
対
し
て
安
全
な
施
工
」
を
行
う
た
め
に
は
、
「
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全
・
安
心

な
施
工
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
令
和
三
年
十
二
月
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
施
工
技
術
検
討
会
策
定
）
（
以
下
「
シ
ー
ル

ド
ト
ン
ネ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
例
え
ば
、
調
査
面
で
は
、
「
シ
ー
ル
ド

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
断
面
に
お
い
て
支
障
と
な
る
諸
物
件
を
十
分
に
調
査
し
た
上
で
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
」
、
ま

た
、
施
工
面
で
は
、
「
切
羽
圧
力
」
、
「
排
土
量
」
等
の
「
複
数
の
項
目
を
総
合
的
に
計
測
・
分
析
し
、
異
常
の
兆
候
の
早

期
感
知
に
努
め
、
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
関
係
者
間
で
共
有
し
そ
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
兆
候
が
継
続



 

４ 

 

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
対
策
を
検
討
し
講
じ
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
関
し
て
は
、
埋
設
物
の
施
設
管
理
者
の
管
理
図
等
を
確
認
し
た
限
り
に
お
い
て
は
、
今
後
の
掘
進
ル
ー
ト
に
支

障
物
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
工
事
の
施
工
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
安
全
に
実
施
さ
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
り
、
住
宅
地
の
状
況
や
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
施
工

の
条
件
に
よ
り
、
個
別
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
掘
進
す
る
際
に
支
障
物
を
未
然
に
察
知
し
、
掘
進
を
停
止
す
る
等
の
技
術
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と

承
知
し
て
い
る
が
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
一
定
以
上
の
大
き
さ
と
硬
さ
が
あ
る
支
障
物
に
接
触
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
一

に
つ
い
て
で
述
べ
た
再
発
防
止
対
策
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
、
「
カ
ッ
タ
ー
ト
ル
ク
」
や
「
シ
ー
ル
ド
ジ
ャ
ッ
キ
」
の

「
推
力
」
等
の
施
工
デ
ー
タ
に
よ
り
、
当
該
接
触
を
感
知
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 



 

５ 

 

 
 

ま
た
、
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南
行
）
大
泉
南
工
事
に
お
い
て
も
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
施
工
者
が
、
こ
う
し
た

施
工
デ
ー
タ
を
含
め
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
「
切
羽
圧
力
」
、
「
排
土
量
」
等
の
複
数
の
項
目
を
確
認
し
な
が
ら
掘
進
し

て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

六
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
精
確
に
確
認
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
Ｈ
二
六
外
環
大
泉
Ｊ

Ｃ
Ｔ
地
区
構
造
物
設
計
業
務
」
に
お
い
て
は
、
受
注
者
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
か
ら
、
発
注
者

で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
外
か
く
環
状
国
道
事
務
所
に
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
心
位
置
に
誤
り
が
あ
る
図
面
が

納
品
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
設
計
業
務
に
お
け
る
照
査
に
つ
い
て
は
、
発
注
者
が
所
要
の
費
用
を
負
担
し
た
上

で
、
受
注
者
の
照
査
技
術
者
が
行
う
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
発
注
者
で
あ
る
同
事
務
所
は
、
受
注
者
で
あ
る
同
社
か
ら
、
当

該
設
計
業
務
に
お
け
る
照
査
を
実
施
し
た
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

六
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
に
つ
い
て
は
、C

o
m

p
u
ter A

id
ed

 D
esig

n
の
略
語
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
電
子
納

品
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
【
業
務
編
】
」
（
令
和
四
年
三
月
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
技
術
調
査
課
）
に
お
い
て
、
「
設
計
者
が
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
支
援
を
得
な
が
ら
設
計
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

「
Ｈ
二
六
外
環
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
地
区
構
造
物
設
計
業
務
」
の
受
注
者
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
に

よ
る
と
、
当
該
設
計
業
務
に
お
い
て
使
用
し
た
書
類
作
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
名
及
び
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、A

u
to

d
esk

 
A

u
to

C
A

D

 
2
0
1
3
 
- 

Jap
an

ese

で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
御
指
摘
の
「
設
計
上
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
心
位
置
と
作
成

し
た
図
面
の
中
心
が
ず
れ
て
い
た
場
合
、
警
告
が
発
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
様
」
で
は
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
こ
の
よ
う
な
仕
様
は
そ
も
そ
も
困
難
な
こ
と
な
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

六
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
図
面
の
作
成
」
に
つ
い
て
は
、
「
Ｈ
二
六
外
環
大
泉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
地
区
構
造
物
設
計
業
務
」
の
受
注
者
で
あ
る
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

今
般
の
接
触
事
象
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
地
中
壁
を
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
で
切
削
す
る
際
、
当
該

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
鋼
材
に
接
触
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
仮
設
構
造
物
で
あ
る
当
該
地
中
壁
は
、
御
指
摘
の
「
ト
ン
ネ
ル
標

準
示
方
書
」
に
記
載
の
あ
る
「
地
中
支
障
物
」
と
は
扱
い
が
異
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 



 

７ 

 

 
 

な
お
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
当
該
地
中
壁
に
到
達
す
る
前
に
、
施
工
者
に
お
い
て
、
当
該
地
中
壁
の
頭
部
を
露
出
さ
せ
て

平
面
位
置
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
施
工
記
録
か
ら
当
該
地
中
壁
が
設
計
図
ど
お
り
施
工
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

た
と
承
知
し
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
掘
進
の
際
に
「
計
測
並
び
に
監
視
し
て
い
る
施
工
デ
ー
タ
」
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
再
発
防
止

対
策
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
、
「
カ
ッ
タ
ー
ト
ル
ク
」
、
「
シ
ー
ル
ド
ジ
ャ
ッ
キ
」
の
「
推
力
」
、
「
掘
進
速
度
」
、

「
マ
シ
ン
方
向
制
御
」
の
「
方
位
」
、
「
ピ
ッ
チ
ン
グ
」
、
「
ロ
ー
リ
ン
グ
」
及
び
「
位
置
計
測
」
、
「
チ
ャ
ン
バ
ー
内
圧

力
」
、
「
排
土
管
理
」
の
「
排
土
重
量
」
、
「
掘
削
土
体
積
」
及
び
「
排
土
率
」
、
「
土
砂
性
状
」
、
「
裏
込
注
入
工
」
の

「
注
入
圧
」
及
び
「
注
入
量
」
並
び
に
「
地
表
面
変
位
」
に
加
え
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
示
さ
れ

て
い
る
、
「
テ
ー
ル
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
」
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
お
尋
ね
の
「
損
傷
が
起
き
た
際
」
に
つ
い
て
は
、
硬
質
ウ
レ
タ
ン
製
の
地
中
壁
の
切
削
に
伴
い
、
「
カ
ッ
タ
ー
ト

ル
ク
」
に
つ
い
て
管
理
値
内
で
緩
や
か
な
上
昇
が
見
ら
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 
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令
和
四
年
六
月
二
日
に
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
関
東
支
社
及
び
中
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
東
京
支
社
が
「
東
京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
、
同
検
討
委
員
会
に
お
い
て
同
年
二
月

二
十
五
日
か
ら
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が
停
止
す
る
同
年
四
月
七
日
ま
で
の
施
工
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま

た
、
そ
の
後
、
当
該
施
工
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
検
討
委
員
会
の
資
料
に
つ
い
て
同
局
東
京
外
か
く
環
状
国
道
事
務

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
施
工
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
「
国
民
が
検
証
等
を
行
う
上
で
き

わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

十
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
経
過
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
四
月
七
日
に
損
傷
し
た
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
部
材
及
び
地
中
壁
の
鋼
材
が

掘
削
土
砂
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
者
か
ら
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
報
告
が
あ
っ
た
た
め
、

同
社
は
、
同
日
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
者
に
対
し
て
、
直
ち
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を
停
止
す
る
よ
う
指
示
を
出
す
と

と
も
に
、
巡
回
や
地
表
面
変
位
計
測
に
よ
り
今
般
の
接
触
事
象
の
発
生
箇
所
周
辺
の
地
表
面
に
変
状
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
省
に
対
し
て
報
告
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
者
、
地
中
壁

の
設
計
者
及
び
施
工
者
並
び
に
発
注
者
間
に
お
い
て
損
傷
の
原
因
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
地
中
壁
が
設
置
さ
れ
た
位
置
に
つ
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い
て
設
計
値
と
の
差
異
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
た
め
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
カ
ッ
タ
ー
が
地
中
壁
の
鋼
材
に
接
触
し
た
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
同
月
十
二
日
に
同
省
関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
社
関
東
支
社
が
記
者
発
表
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
該

記
者
発
表
の
後
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
者
、
地
中
壁
の
設
計
者
及
び
施
工
者
並
び
に
発
注
者
間
に
お
い
て
事
実
の
確

認
を
進
め
、
当
該
確
認
が
終
わ
っ
た
後
の
同
月
二
十
八
日
に
、
損
傷
の
原
因
と
補
修
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
同
局
及
び
同
支

社
が
再
度
記
者
発
表
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
記
者
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
同
局
東
京
外
か
く
環
状
国
道
事
務
所
及
び
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並

び
に
工
事
箇
所
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
同
支
社
東
京
外
環
工
事
事
務
所
が
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
箇
所

周
辺
の
各
戸
に
対
し
て
発
表
資
料
を
配
布
し
、
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

十
一
に
つ
い
て 

 
 

今
般
の
接
触
事
象
に
よ
り
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
内
部
ま
で
詳
細
な
損
傷
状
況
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
算
出
が
困
難
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
当
該
費
用
の
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
者
間
で
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
承
知
し
て
い

る
。 
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十
二
に
つ
い
て 

 
 

今
般
の
接
触
事
象
の
原
因
と
補
修
の
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
た
令
和
四
年
四
月
十
二
日
及
び
同
月
二
十
八
日
の
記
者
発
表

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
十
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
箇
所
周
辺
の
各
戸
に
対
し
て
周
知
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
関
東
支
社
東
京
外
環
工
事
事
務
所
が
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
箇
所
周
辺
の
住

民
の
方
々
を
対
象
に
、
今
般
の
接
触
事
象
の
原
因
と
補
修
の
状
況
等
を
個
別
に
説
明
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
同
年
五
月
十

三
日
及
び
十
四
日
に
開
設
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

十
三
に
つ
い
て 

 
 

そ
も
そ
も
、
事
業
評
価
に
お
い
て
は
、
貨
幣
換
算
し
た
便
益
を
費
用
で
除
し
た
費
用
便
益
比
は
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ

る
が
、
事
業
評
価
は
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
環
境
へ
の
影
響
、
災
害
時
に
お
け
る
人
や
物
資
の
輸
送
の
確
保
と
い
っ
た
貨
幣
換

算
が
困
難
な
効
果
、
さ
ら
に
は
、
事
業
の
実
施
環
境
等
の
視
点
に
よ
り
総
合
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
今

後
、
東
京
外
環
（
関
越
～
東
名
）
の
工
事
を
進
め
る
中
で
、
現
場
の
状
況
変
化
等
に
よ
り
、
事
業
費
の
変
更
が
見
込
ま
れ
る

場
合
に
は
、
適
切
に
事
業
評
価
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。 
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ま
た
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
は
、
首
都
圏
の
渋
滞
緩
和
、
環
境
改
善
及
び
円
滑
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
上

で
、
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
安
全
に
注
意
し
な
が
ら
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 


